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ド
ル
不
见
下
の
政
策
タ
ィ
ブ
丨
差
别

n

制
の
.問
題
に
及
ぶ: 
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'ま
ず
國
際
收
茇
が
均
衡
に̂
る
狀
態
か
ら
出
發
し
、
そ
れ
が
な
ん
ら
かi

の
'要
因
.の
作
ff
l
.に
よ
づ
て̂

亂

さ

れ

た

ら

、
そこ
に
ぃ
か
な
る
變
化
が
生
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ず
る
か
を
考
察
す
る
。'̂
か
し
こ
の
揽
亂
に
は
樣
々
な
場
合
ガ
あ
り、
4 

大
别
す
れ
ば
、
^
自
發
的
攪
#
03
)
孩
^
的
禮
亂
§.誘
發
¥
攬
胤
と
，ず
る
の. 

が
最
も
常
識
的
で
あ
ろ
ぅ
。、
ま
た
そ
の
分
析
の
出
發
點
に
中
立
經
濟
を
假

.

,

定

し

て
•お

く

こ

と

は

異

論

の

な

い

と

こ

ろ

で

も

あ

る

。

そ
こ
で
こ
の
假
矩
ー 

に

た

っ

て

右

の

擺

亂

の

作

用

を

導

入

:L
て
，ゆ

く<0
.
で
あ
る
が
、
自
發•的

諸

.， 

變

動

に

も

い

く

つ

か

，の
タ
ィ

プ

が

想

宠

さ

れ

、

そ

こ

に
少
か
ら
ざ
る
特
色 

:̂,
#

_

&

:ざ

參

得

な

ほ
3.
-
七

そ

炫

贸

易

當

菌

め-方

が

國

內

支

出

を

'ぐ 

'/-
'■•'^ '
:
加
以
た
：^

0
な

-1
:
發
的
^ '.
亂
が
；タ

ボ

プ

當

と

^

あ

げ
-̂
單
純
な
乘
數 

效

果

を

解

述

し

っ

っ.、_

國

の

國

際

收

茭

を

經

常

勘

宠

ょ

り

.み

て

爱

拂

超. 

:

:と
れ
^

^
手

國
の

反

视

滅

を

通

じ

：て
#-
調

整

さ

れ

る

メ

力

ぅ 

.

.ノ
ズ
ネ
を
理
解
さ
せ
る
。

し
か
し
致
木
移
動
も
同
時
に
：發

坐

す

を

か

ら

:'
-'':こ 

,

れ

に
4>
:
眼
を
む
：げ

、
そ
の

要

因

と

し

て

(1
)
-所
_

加
-
>貯

签
增
4
對

外

貸
'.

::

-'
:
.付
领

增

大
^

3:
業
利
潤
联
得
可
能
性
^
<
-
^
^
投
資
誘
ス

V

⑶
利
子
‘

W

*
相
撕
的

變

化

~
>
海

外

配

賢
P
A-
'

'そ
の
.他

、
關

税

變

化

、
爲

替

相

場

下
. 

落

豫

想

、.危

險

、
：爲

義

测

な

ど

が
.%
け

ら

れ

る

中

、
國

內

支

出

增

加

國 

で
ぬ
⑵
.に
よ
'っ
；
て
資
本
の
流
人
を
，

3
-に
ょ
つ
‘て

か

出

の.可

能

性

を

考■

.
し
.、

ぞ
.の
：大
さ
如
何
に
；初
期
の
：亂

際

收
吏
狀
態
を
依
存
せ
：し
め
て

ゐ

る

0 
. 

し

卽

ち

ん̂

%
(2
)

に

ど

を

資

本

移

轉^-
小

な

ら

ば(

；
國
際
收

支

は

逆

調

と

な
- 

り
形
式
的
に
修
芷
項
目
で
.
.っ

ぐ

な

は

れ
る
だ
け
と
な
る
。

こ

;0
ょ
$

に
質 

'  
.
.■:
易
バ
ラ
'ズ
.ス
だ
げ
の
效̂

の
，み

な

ら

ず'
同

“
ー
め
攪
瓤
要
因
に
ょ
ヴ
て
資 

..

.
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ホ#'
_
に

變

化

を

み

た_1
1
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_

罾
双
#

へ

の

效

果

を

算

定

す

る

こ

ど

は

現
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な
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質
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政

馆

の

软

來

分

析

を

中

心

A
i
.

し

て

-

.す

る
0
4
こ
れ
A
筆

者

め

表

を

も

つ

て

現

ぜ

杖

土

の

如

く
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の
各
ヒ
.の
效
栗
が
相
！

£

{す
る
タ
す
プ'の
組
合
せ
で^'
る

。
從
つ
.て
間
題
は 

こ
れ
ち
が
ど̂

程

度
相
殺
し
ぁ
ろ
か.に
あ
ふ
0
_も

し
;-
4
<
3國
.に
ぉ
け
^.
國 

.內

支

出

の

自
潑
的
撤
妒
と
如
_

從

國

两

支̂

0:
自

發

的
增
加
と
：が
共
に
支 

*

る
べ
：̂

i

償

に
等
し
い.と

庵

定

す

れ

ば

の

效

果

は

兩

國

の

^

;

輸
 

‘入

性
询
.の
合
計
の
大
さ
疙
依
る
：で

ぁ
ろ
ぅ

0:
^
の
假
定
を
 

ー
0

0
弗

の

響 

減
と
す
る
：三

つ

の

ヶ
1
ス

を

み

ょ(

第
ー
.
|表
>
9--
'

;

>

^

:.■
.
. 

■ 

■

'•
.
/
.
•
.

も

つ

と

も

以

上

の

ゲ:-
!

^
は

、:/
'
.
'
:
い

ず

れ

も

國

民

所

得

の

變

動

が

ら

生

ず
 

る

誘

發

的

效

菜

を

無

視

し

た

變

化

の

直

接

的

效

果

の

I
を
■示
：す

に

す

ぎ

な

，
 

い
。
：
勿

論

ヶ

ー

ス3
は

國

民

所

得

に11
接

效
*

が
だ
い
の
.だ
か
ら
别
と
し 

て
⑵

師
は
そ
ト
で
ば
な
へ
い
ラ
⑵

の
”場

合

に

麻

厶

國

に

は

國

民

阮

得

の

增

加 

.を

、
，3
國

に

；.は
；そ
の
，酿

少

を

も

た
^
す

、
#

つ'
て
入
國
に
：
.は
.
.ー.：層
の
.ィ

ゾ
'

.フ
レ
的
變
化
を
も
た
ふ
し
、

#

入S

增
加
せ
.し

め

、
：B
國
.で

は

反

對

に

1

1
. 

餍
の
^

ブ
^
的
效
果
变
誘.發

土

、
：

)

輸

入

を
^

^
せ
し
め
る0
:あ

«0
:
:緖

果

、
：
 

.質
#

ハ
：，-フ
：；ズ
ス̂

ん

國

に

本

利̂
ゾ

甘

國

に

有

科

に

作^
す

令
' 
ま

^
も 

し
：ル
*

6
兩
國
の
_

人

濡

要
§
ガ

性
.の
.合
計

、が
1
.
ョ
リ
龙 

A
國

の

ィ

ン

フ'レ
、
B
國

の

デ

フ

レ

.に
ょ
る
傲
格
變
化
は
こ
の
傾
向
を
一 

層

强

め

各

：ご
と|と

な

ろ
,'
5';
':
0
ー
⑶
め

ゲ1-
:ス
、は

こ

办

中

で

台

す

實
P

で
あ 

る

が

、
A
國
の
デ
ブ
レ
、

B
國
の
、ィ

ン

フ

レ

は

一

層

谷

々

.に

誘

發

さ

れ 

、て
!.
-
:
>
へ
結
局
本
國&
雙

：の5

^

^
國
ー
の
墦̂

^
な

ゲ
>
掘

民

所

得

抹

ダ. 

,
1ス
に
表
示
さ
れ
だ̂
上
の
も
の
，と
な
り
得
る
。

贸

易

バ

ラ

ゾ

ス

は

い

ず

， 

:
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第 二 表

' 賠償支#丨iの直接的效衆

I .A • B雨國の限界轍入性向合計が1 の場舍> 
‘ A 國 0.4

B 國 0.6 \

* 受 取 國 玄 柳
Vぐ;

V  ..

m
B

_ 所 得

A - 6 0 + 60 七:
B — 40 + 40 ぐ ：.'.:'0:.

® 內友出 一 100 +100

A 國 Balance of Payment 4.0-f 60=100

I  A ♦ B兩國の限界輸人性向合計が1 より大

唆 M 陶: ，友 
• A

拂' . 柄 ... 
B.

國民所得

A - 70 ‘+ 20 -5 0

B • 30 十，80 + 50

國內收支 -.100 -1100

:A國 :Balance of Payment 80 十 20=50

受 取 國
' - ；丨ン

支 . ‘拂 
A

•國 ■ 
B

‘國K 所符：

A. , - 4 0 + .70 +30

B 60 + 30 - 8 0

國的夹出
.  由.：

；- lq o  ；; +100

A 闕 Balance of Payment 60+70=130 

I  A • B兩國の限界輸入性向合計が1'よ.0 小

國

：.國)

#
?
A
P

場の

.3
の場合 

A 國

b m

れ

も
B
國
，に
有
利

と

な

る

。

三 

.

,.
'ー
电
立
經
濟
下
妙
自
發
供
諸
變
動
の

.國
^

^
對
す
る
效
深
は
前
述̂; 

祓
合
的
な
タ
ィ
プ
た
る
賠
償
金
支
拂
に
ょ
り

r

靡
売
結
し
、
愈
々
そ
の
假 

隹

の
修
1£
'
に
ん
る'0
卽
ち
財
^
^
.や
貨

滞

澈

^

^

新

に

導

入

す

''
?

,

の
：
で

： 

:

あ
る
が
、̂

权
设
第
八
：>九
韋
办
篇
本
原
掛
を
置
畋
考
察
と
し
て
、
；：國 

肉

パlrv>v

--x:AJ;

對
^
•ハ
ラ
ダ
：ス
の
調
盤
間
の
と
問
題
に
展

_
さ 

れ
て
ゆ
く
。(pp. 1141124

〕

け
だ
し
、

今
八_
に

紅

け

る§•
發

的

變

.

五

ニ
' 

(

一
二
四)

に
よ
^
で
國
內
支
出
が
獄
退
本
だ
場
合
、
を
祆
が
フ
レ
：リ 

一i
に
^

^
養
が
V
A-
國
呔
國s

■
巧
ゾx

調
整
や
た
：め
及
び
,

入
需
^r  

減

退

姐

止

の

た

め

(

對
外
バ
ラ

ン
ス
調
整)

_に
國
的
支
出
のィ
ン

フ

レ

ー 

ジ
ョ
ン
政
策
を
必
要
と
寸
る

•
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
は
A
國
に
と

つ

て
尉

内
• 

.
"鄙
^ :
'
兩
、ハ
一
フ
....，ブ.
ス
^
目
的
^
諷
藥
し
、
.
'.掛

$ :-,
犯
，敗»
上

め

矛
:1
に
^'
な
り 

得
な
い
が、
B
國
か
ら
す
れ
ば
、
國
两
バ
ラ
ン
ス
の
利
益
か
ら
い
つ
て
ィ 

X

ブ
.

レ
政
策
を
と
る
こ
と
が
望

ま

し

くと
も
、
對
外
バ
ラ
ン
ス
の
點
か
ら 

は
、
轍
入
需
要
を
減
少
さ
也
る
た
め

に

む

し

ろ

>テ

フ

レ政
策
が
求
め
ら
れ*
 

■る
で
あ
ろ
う̂'
卽
が
ぞ^
で
此
國
民
呢
得
水̂
を
安
&

だ
ら
し
む
る
ィ

■■V
.

フ
レ
政
策
は
國
際
收
支
を
均

.
衡
外
に
お
く
こ
と
と
し
、
他
方
國
際
艰
支 

を
均
衡
さ
せ
る
デ
フ
レ
政
策
は
國
民
所
得
の
不
況
を
刺
戟
す
る
の
：み

■で
あ
：
. 

る

？.
ど
の
ょ
ぅ
な
翁
態
ゆ
ま
だ
方
國
だ
げ
が
當
面
す
る
も
の
で
あ
る

.
が
、：

■
:兩
國
が
典
ぬ
：こ
の

.
：矛
盾
に
割
達
_

塲
合
も
宠
分
考
え
る
.
こ
：と

が

出

來

ょ
.:  

>.
ぅ
。
へ
 

一；

r

1
ド
の
：か
か
げ
る
こ
め
種

.
の
例
殽
ば.入
國
品
：ょ
ヵ5
國

品へ
，.

の
需 

.'
■:
喪

のy
フ
ト.：

で
あ
る
0"卽
ち
そ
れ
味
八
國
で
の
デ
フ
\レ
1
6爾.
の
ィ
'>
:
フ.

,

.
' 

W
.

—

A

國
贸
易
パ
ー
ラ
ダ
又
不
1

^

-6
國

有

利

化

を1>
た

ら

す
.0
-
.-^
國

に

と
 

 ̂V

同

國

の

デ

ブ

レ

を

相

殺

す

な

と

い

4

國

內

バ
-フ
ン
ス
，
の

點

で

蔺

內

支
.

•

:

出
上
め
七
シ
フ
レ
：政
笼
が
必
要
で
卷
る
が
\

對
外
->

ラ
.

ゾ.
ス
"
に
：
た

：
て

ぼ

、

:'
,
: 

.'
■'
，.
輸

入

霈

婴

を

滅

少

せ

し

為

バ

ぐ

夕

こ

れ

と

反

對

の

政

 

，

_
:.
.'
が
奴

要

で
^ ；
る
。
B
國
で
は
こ
：の
必
要
な
政
策
W
全

く

逆

で、)

國
內.X

ラ
：
：'

'
y/
-x
の
だ
め
に
：デ
フ
レ
：
政
策
を
觀
外
バ
ラX  
.ス
'0
た
务
忆
ィ
.
ゾ
：フ.
レ
政
策
.

■
:が

求

：
め

ら

れ

る

'0
难

っ
て

も

.し

も
兩
國
が
政
策
の
裁
調
を國
內

瓢
整

に

置：

:

.:

く
と
す
れ
ば-̂
國
際
收
茭
办
不
均
衡
は̂
層
激
^

い
も
め
と
な
り〜

^
た 

.

,砸
國
七
も
國
際
收
支
と
：い
4

對
外
バ
；ラ
ソ.ギ
に
調
整
の.視
點
を
@ ;

く
.
と
す
.
.
>
, 

■■
れ
ば
A

八
國
で
は
個
內
的
デ
ブ
レ
：
=

^

國
で
<7
>;

.ィ
ソ
.
：フ
レ.
が
益
多
甚
じ
；
<;
:

: 

'
.
.
.へ
渡
行
ず
る
と
灰
な
さ
れ
る
の
：で
養
^ :
0

.

こ
の
よ
5:
.
な

內

外

バ

；
ラ

シ

：
ス

調

整

:'
.

,

勿

政

策

的

效

果

の

相
.互

對

抗

現

象

は

、

ミ
I
ド

が

假

定

と

し

：で
：

.そ
：の

效

采-
'
. 

t

を

政

策&

事

國

に
.か
ぎ
つ
た
と
：こ
ろ
に
^

び
あ

が

つ

た

も'の
と
ゆ
い'え
、
，

■■
:
’

.

:
.

國

際

質

碁

を

含

む

開

贫

體

茶

下

の

掏

衡

調

整

等

の

基

調

，の

親

實

的

問

題

を

.： 

提

7K
す
る
も
の.と
し
+て
^
意
さ
る
べ
き
で
，あ
ろ
ぅ
0 

.

•

赀
易
政
笟
の
效
泶
分
析
を
中
心
と
し
て

 

*

さ
て
國
際
收
支
の
不
均
衡
調
整
に
は
、.そ
の
效
果
ょ
り
三
：っ
：の
種
類
の 

'•
/'':̂

^̂ :
:
か
：
か

げ

る

ど

と

が

邳

來

^
'5.
。
筆
者
は
そ
れ
を
便
宜
上
、
所
得
的
調 

:整
、
：價
格
的
調
整'.
\」

貨

潘

調

整

と

；す
る
が
、
へ
特
に
最
近
の
理
論
分
析
の 

:■
•
:政
策
の
が
野
べ
の
.擴
服
抵
び
擅
淑
調
整
の
タ
不
プ
に
轵
け
る
機
能
上
の
對 

.、決

.に
多
く
の
-l
i
l
iを
生
み
出
-̂-
で
私
り
?
、、
1
,K
:
i-
第
四
..
篇

、
第

六

篇

第

一

.
：
一
ノ 

.十
汸
章
2
百
及
し
で
ゐ
名
。
卽
ち
價
格
調
盤
は1;'—
-
-っ

.0
5
カ」

ー
ー
ズ
ム
の
ぃ 

:ザ
れ
か
を
通
じ
て
行
あ
れ
る
と.し
\
:
金
本
位
下
に
み
る
價
潞
丨
費
用
の
直 

.
接

的

調

歡

の

 
メ
カ
一
1ズ
'人
と V

a

.«-Jidble

w
x
c
b
a
n

Jq
-.
t
&
K
a
c+
e system 

.

.

.
•>-
を
.對
照
さ
せ
、
：._.
外
國
貸
付
；の.增
测
に
ょ
^
作
用
を
:^
心
^
靈
.か
れ
で
ゐ 

... 

.

.
>
0

、%
CO
'

^̂'
^
O
.
C
P
P
.
.
. 

.
1
9

:v
jiv
.に
ょ
っ
て
爲
替
平
價
切
下
の
效
果
が
主..
 

.:

題
と
さ
，̂V

ゆ
べ
が
:
>
.
第
五
.篇
&

統
制
と
め
關
係
に
お
い
て
み
る
な
.ら 

:
ば
、
：問
題
提
起
は
こ
を
で
ぁ
名
。''
:
'
'
'

「

4
:體
國
內
均
衡
と
國
際
為
衡
の
窮
極 

'
:の
調
和
は
、
«
格

調

盤

に

ょ

：
っ

.て
も
た
.ら
せ
ら
れ
る
の
か
、
'是
れ
と
も
直 

接
統
制
^
ょ
っ
て
も
た
ら
せ
ら
れ
る.も
の
が」

。
.cprefacev

勿
論
前
者 

が

:般
的
^
效
果
的
で
ぁ
ゐ
に
は
ぃ<'
、
か
の
條
件
が
必
要
で.ぁ
ろ
ぅ
。
..

:

M.
ぇ
ば
實
質
賃_

め
伸
縮
性
、«
際
收
支
上.及
不
足
，
溆
剩
國
の
調
整 

:

」

分
撥
つ
適
観
支
挪
雜
備
の
保
有
、
自

由

通

裏

策

/A
固
定
債
務
の
缺
除 

:、
が
な
：け
れ
ぼ
な
ら
：な
紀
0
.
:
@
-*
:
'容
1

^

3

.し
が
じ
'後
者
と
の
政
策
效 

:
:果
土
矽
對
決
の.猶
8
は
.、
''
6
際
貿
易
上
め
霧
耍
が
相
對
的
價
觀
變
動
束
.セ 

ン
ス
テ
ぐ
フ
で
む
る
か
ど
ぅ
か
に
在
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て

は

、

わ
れ
わ 

..
;ポ
抵
爲
霜
場
に
ょ
淹
諷
整
の
«
格
需
要
彈
カ
胜
の;%
っ
：
意

義

と

、
.：
こ

汍

、

五

三

(
一

二
五〕



第 三 表

支 拂 國 總
受
取
m

國過

際不
收不

A D-2 St 52 B

‘ r
(a). M (0) (d) (e) (f) 身

奪.-/
A ⑴

..、： 9 65 19 6 99 -6 0

Da ⑵ 66 ' —" 16 84 13 129 江40

取 A ⑶ 61 48 '— '一 45 84 238 +80

國 ' s 2 ⑷ •J 88 56 '~ '
•»

150 +20

B (5) 26 \ 29 20 32 - — 109 0

.總皮拂額

. . . . . . :
(6) 169 169 168 ■130 109 725

. . . y -
'

,
'v -
-

.'-
:

-'
'.
-

す 

，

：

•

:

:

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
詨
例
に
よ
つ
て

I :

小
す
な
ら
ば
第
四
表
の 

如
<:
:
:で
畝
る
',
<
>

(

？

：3
4
«卸
ち
£>
1

&國
は

：不

坻

國

で

終

&
國
は
受
取
超
：
 

過
辭̂
1 >
::
'

.

\1

め
狀
態
を«-
:
1
1表
の
^

>ど
す
そ
9

:
の̂

木

足

、
：
超
 

過
額
^
等
^
れ
國
两
吏
出
の
增1

策
^
备
々
實
施5.
.た
：と
b
、
#
國
の 

限
晁
輸
入
胜
向
め
：大
さ
'を
想
'^
-し
て
.
0
1
っ
の
ケ
.
1ス
を
設
け1
 

果
を
第
一
：
'一
表
の1
函

屢

易

土
5
較
す
る
な
ら
ば'
.(1
)
の
：：々.
1
,
ス
^
は

〒 

掘
の
限
界_
人
性
商
が
合
計1
'ぬ
筹
し
ぃ
ど
き'
國

內

支

坩

の

：
か
：
か

る

調

.

，
笫
弭
十
五
.指

第

二

號

 

,
 

を
め
ぐ
る|

•聯
の
論
文
を
參
照
す
れ
ば
た
り
る
で
あ
ろ
ぅ
。
だ
が
ミ
ー
ド 

に
お
け
る
か
か
る{1
格
調
整
の
效
來
分
析
に
お
い
て
を
^

^

#の.

が 

も
つ
#.
義

は

未

だ

^

^

と

は

い

え

な

い

0

、
こ
れ
は
伸
縮
爲
替
相
場
の
下
で 

は
®:
要
な
役
割
を
演
ず-る
.に
か
か
は
ら
ず
*
.
mに
投
入
さ
れ
る
に
す
ぎ
な 

.

い
の
は
、
彼
の
本
嘗
第
二
卷
で
擴
張
さ
れ
る
の
で
は
^
る
ま
い
か
。
' 

.
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四
,

:

■
..
,

一
■

■'
.
.

二
'

I

國
間
に
おi

る
厨
際
收
支
の
調
整
に
分
析
の
範
圍
を
限
定n

こ
：と
: 

.'，
は
"
た
と
え
中
立
經
濟
と
い5:
:編

を

4

ネ̂

つ

比

ず

し

：
た

.と
し

て.も
、
-,
'
ノ 

‘ン
,羅
純
北
に
す
、ぎ
る
と
み
な
さ
.ね
ば
な
ら
か
い
.0

ぞ
こ
で
被
は
最
後
の
篇
で.

.

多

數

國

間

の

國

傻

支

と

國

際

經

濟

政

策

を

と

^
あ.
げ
;'
こ
れ
ま
：で
の®

。.
.

本
的
な
分
析
を
綜
合
す
ふ
と
共
に
、
ネ
の
效
果
を
修
芘

.す
る
斤
事
實
->
.
1國
.

の
塲
合
に
は
不
足
_

の
轍
入
減
少
の
す
_
べ
：て
が
、
受
歡
超
過
國
ゆ
轍
肌
滅 

:

.
少
と
對11^

、
前
孝
の
對
外><
ラ
ー
シ
：
ス

の

_

復
を
助
け
る
が
、
多
歡
國
で
は 

,_
こ
の
ょ
ろ
な
效
果
を
ネ
ち
隊
る
の
ぼ
受
取
超
過
國
が
ち
め
變
，の
：緻

少

だ

-' 

.
へ
け
で
あ
る,:0.
從
つ
：：て
今
國
與
茭
出
の
：自
發
的
變
化
の
：國
民
所

得

及

び

國

際

> 

收
茭
へ
の1

效
果
を
多
數
國
の
.
場

合

^
み
れ
ば
次
の
ょ
ぅ
な
候
芷
を
突

.
‘
'
'
.
整

は

對

外

バ

ラ'3
/
'ス
を
囘
復
し
國̂
バ
，

」

ラ

：
ゾ

ス

を̂̂

:,
で
^
つ
だ
が
、
多
數
國
の
場
合
は
同
じ
ヶ
ー

.
ス
セ
も
未
光1>
1
; &
國

は

そ

の

へ 

..
不
足
額.
を
減
1:
:
た
^
计
で
不
完
金
調
整
に
あ
ヴ
、
、
國
民
所
得
上

:0
デ
プ
レ_

ノ一
 
.

丨
^
ョ
ゾ
に
直
面
じ
へ
ふ
&
ば

ぶ

の

猶

ゆ

現

象

を

殘

菜

务

。
卽

ち

.こ

れ

.
 

.
.
は
！ -;

度
1
ー
國
の
場
合0 .
训
ヶ
ー
ス
に
等
し
い
。

.
從
つ
て
肫
得
效
果
が
國
內

■  

パ
ラ
ゾ
ズ
を
揽
亂
す
る
こ
と
な
し
に
對
外
バ
ラ

.

ゾ
ス
を
旧
厲
す
る
べ
く
充 

■'
分
で
'あ
る.
た.
め
に.
ば

、
：
.
；
多

數

國

、
の

場

合

ば

#
國

が

，
：
'1-̂
 

.4.

り
%.
平
均
し
：( 

て
大
で
あ
石
限
思
轍
人
性
向
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の 

;'•
;.
結
論
ば
ま
だ
张
分
で

：

は.
な
い.
。
ゲ
1
スg

を

み

ょ
.0
そ
こ
で
は
前
と
同
様
.

に
限
#
輸
入
性
向
が
^
イ
!;
.
.
.
^
.
.
^

は
.^'
^
が
、
.
'不.足
國
./?
^
|3
-
の
賺
賈
.

.;
■.
者
は
超
遯
國̂

成

か

ら
0'
ー
み
_

入
を
狨
じ
、
太
に
變
吡
な
し
ど
す
る
、
こ 

.
'-
'■■.•

の.
場
合
、p l
'r
s
國
に.
お
い
：£
0
0
弗
の.
國
內
支
相
の
：デ
フ
レ
1
^
:3 

,

y'
r
SI
•
汝

國P

 
ー
0
〇
弗
の
メ
^
;
プ

レ
:'
]

.
グ
：
ョ'シ
は〈

：

兩
歡
の
國
民
所
一 

#
上
の
變
似
を
件
ぼ
ず
し
て
國
際
攸
吏
め
過
不

§
を.
完
全
に
稿
整
す
る--
'0

バ 

一
S•.
.し
か
しel
':
の)

ヶ
ー
ス.
ば
务
ま.^.
に
，

的
：で-^
り
,'
>
へ
事
實
キ：

各
國
め
限 

.

.
晁
亂
入ii

向
s

i :
:
;
夏

：以
下
で
ぁ
る
仗
か
り
で
^ ;
ぐ
、
#
國
ぬ
轍
入
の
變 

.

..
化

が

す

で

こ

の

他

の

國

傷

じ

お
:5
'
'镕
唤

ぎ

わ

た

る

も

の

で

：樣

あ

「

る

.ま一 

:'V

い

。
ニ

む

し

を

ヶ

l
.x
g
が
標
难
的
な
も§
と
考
あ
ら
れ
务
の
ヤ
あ
る
：

0,
:か
.'
'
 

:;

.,く
^
ミ'1
ド
ば
多
數
國
の
場
合
に
ば
以
飢
办

-±
'

^
^-
單
純
^
條
^

^

で
は 

.

.

.
全
調
整
に
終̂

こ
：と
を
素
す
の
匁
あ
づ

.
た
。'.
:こ.
の
i
ぅ
な

多

數

國

の
. 

場
合
は
更̂

復

雜

な

.事

情

が

含

ま

. ^

る

水

.ぁ

ろ

ぅ

9

卽

ち

馨

可

能

通

貨：.

'

5-
?

M
政
笕
の
效
來
分
析
を
中
心
と
し
て

 

-

.
と

そ

：
の
、
不

可

雙

通

貨

の

存

在

'で
な
：る0..
5'
:

Jに
ド
ル
不
足
を
莪
礎
と
す 

:..る
谷
國.
の
爲
替
氣
理
敗
策
が
.
反
映
さ
れ
た
分
析
に
十
す
ま
な
け
れ
ば
な
ら

. 

な
い
？
；

ゾ.
彼
は
务
觀
圈
に'ぉ
げ
る
爲
替
湘
徽
調
整
の
效
果
を
耍
約
し
て

&
?.
領

.

:;
■:
:(
!)
す
べ.
て
め.
國
の
生
產
物
間
に
著
し
い
代
替
性
が
あ
れ
ば
す
べ

.<
の
不 

铯

國
0
獄
«-
>
'

受
取,

亂
の
燴
償
は
後
者0.
生
產
物
か
ら
前
者
の
そ
れ

. 

に
對
す
が®

需

要

の

を

：ト
を
胁
成
す
名
0;:
:-
:
/
” 

...

:
(2
)

し
が
：じ.そ
の
：通
實[8.
;
値

冷

霞

裔

期

め

各

國

.に
本
け
る
不
足
乃
至 

l
^
co.
M̂
:

に
よ
り
、
ま
允
代
替
性
の
程
度
に
よ
つ

V

異
る
こ
と
が
必
耍

ー
で
あ
る.?,

.'.
. 

.:.
:..
:.
,:
'
.
•
.
..
ぐ.
.
.
.
..'

■:>-
■:
■

■'
:

パ

.

⑶

办： v
V

多
谶
國
の.他

界

で

拉

、
爲
替
相
場
調
整
の
：プ

-'
セ
ス
は
、
.た 

と
え
.

一

ー
國
の.み
‘が
均
衡
外
に
.あ

つ

た

と

し

て

も

、
す
べ
.で
の
國
に
對
し
て 

‘

じ

い

馨

相

蟛

の

殼

定

舍

必

要
.と
さ
せ
4
:
,
.
し
：か

も

そ

れ

ば

I

時

的

に
. 

;

行
わ
：れ

る

も

の

で

は

な

く

、
：

'谷

國

と

昝B

fx
錯
m
的
ブ
口
セ
ス
に
よ

つ
て 

の
‘

1
3能
を
あ
る

。
：;.
;
-

、

;'
#

&
も

な

爲

替

相

場
|

を
容
易
は
作
用
す
る
爲
に
は
、
そ
こ
に 

,

性
(0
-
对
能
度
—

要

が

條

件

と

龙

り
.、
こ
；
れ

が

な
VV
場

合

に
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述
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複

雜

な

姿

の

描

出

に

ミ

ー

卩

は

確

界

. 

成

功

し

て

ゐ

る

と

い

わ

な

け

れ

戍

な

ら

な

域

わ

れ

あ

れ

ぼ

部

分

的

に

栺

ぃ 

一
摘
し
た
な
分
析
：の
稀
薄
が
彼
の
複
雜
な
が
か
る
猫
出

.

.へ：：.の
：
努

ヵ

に
1
 

.

つ

て

充

分

相

殺

し

て

餘
り
あ
る
も
の
で
あ
る
こ

.と
を
稱
讃
し
、
續

卷

へ.€
> 

多

大

な

期

待

を

寄

せ

た

い

。

：
■

^

 

ぐ
：
へ

 r

 
パ
，
：
'
、

.

.

y 

'ロ
へ
パ1

ト

*

バ
1

ト

ル

ズ

■ 

-
R
o
b
e

 
叶 t

tdartles, 、̂
i
u
e
n
c
e
s
、§̂

 

p
m
e
n

ct-

o
f Ma

r
k
e
t
i
n
g
H
h
o
u
g
h
t
、

-.
ニ
;
::
.
V
:
, 

一.9

:
:

-r
;
メ
：が
方
に
：お
い
で
冷
世
紀
负
初
頭
以
來

^

^

&を

み

,^
た

所

謂
r 

ロ
バ
ー
ト•-

パ
ー
ト
ル
ズ

「

配
耠
論
の
發M
に
及
ぼ
せ-る
諸
彫
鹎

」

.M
ark

e
tin

g
:(

配
給
論〕

の
發
展
の
跡
を
ふ
り
か
え
つ

.て
..

み

る

と

き

、
*
.
そ 

:■
■•こ
に
顯
著
な
事
實
とbv
先

づ

：

法
？！！

也

ら

が

る

の

は

、
.
配

給

の

制

度

的

乃
 

'-
至

技

術

的

韻

面

，
の

研

衡

が

著

U
く

進

ん

：
で

い

る

に

：も

拘

わ

ら

ず

、

:;
'
'
配

給

論 

V
.の
科
學
的
蕋
徽
饨
け
と
尨
^
ゥ
ぺ
ぎ
方
法
論
の
間
題
が
’
更
に
は
そ
の
理 

.
論
的
考
察
の
點
に
：姑
.
い
て
も
不
當
；
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Case (iii)

、J. E . meade, Balance of Payment Chap, XXVI

⑴ -5 2 0 ト4 +  1 0 -4 7 + 5 60丨丨一47
同 ⑵ - 4 一 30 0 十.'.1 0 - 8 8 ~ 8 -4 0 —S3

⑶ 3 — 3 +70 + 1 0 + 65 — 6 +80 -6 5
上 ' ⑷ 0 :力 6 + 4 + 16 0 十15 'ニ':.1 +20 .十15

(5) ::マ:：:1 十..2 + 1 0 0 0 0 0

.. (6). -60 -4 0 +80 十20 0

(7) — 8 — 10 + 10 十4 0 、: >

所得

Wic
~ W

研減
fg、)

B
w

(1) —30 , 0 +  26 +. 6 0 0 十30 —；60 0
M ⑵ - 0 ~̂20 + 16 + 5 0 0 十20 -4 0 0

⑶ - 2 5 ” 16 +40 0 0 0 - 4 0 + 80 1 0
上 ⑷ - 5 一 5 0 + 10 0, 0 T-10 +20 0

(5) 0 . 0 0 ゴ:.'。 0 0 0 : : : 0 0

(6) - 6 0 —40 +80 十20 . 0

(7) ~80 —20 + 40 + 10 0

第 四 表

友 拂 の 咐 .悔

A
-(a).

I h Si ふ
ih) (P) (d)

• Case ( i )

D t ⑴ -S 0 一 1 + 17 + 1 0 -1 3 + 17 ， 60 •—18
取 1>2 ⑵ -1 2 --2C h i + 2 0 -2 9 — 9 -4 0 一 29
の s t ⑶ -1 2 .T- . 6 +40 + 4 0 十26 —14 +80 +26
咐 .
vV-fc S 2 ⑷ , 1 .—10 + 16 +10 0 +16 + 6 屮20 ,+16m B (5) ~ 5 • — S ト 6 ト3 0 + 1 ....，十':::.1 0 , ~h 1

m 的 
川、 m

友 (6) 一 60
. ,7

-4 0 +80 + 20 0 ■ .

輸入の佾減 (V —30 —20 +40 + 10 0

Case (ii)

は
作
用
1
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る
、
と

い

ぅ

。し
か
し
こ
れ
ら
の
-場
合
でも
根
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。
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を
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